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第8回地区別総代説明会、
第8回通常総代会開催
第8回地区別総代説明会、
第8回通常総代会開催

　やすぎ地区本部は６月18日、わかさ会館で第８回地区別総代説明会を開催し、総代総数78人のう
ち59人の総代に出席いただきました。
　当日は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため午前と午後に分けて実施しました。
　総代説明会では、第８回通常総代会の資料説明とやすぎ地区本部の令和３年度事業報告や令和４
年度事業計画の説明、また事業改革の取組経過や各事業の状況について報告を行いました。その後
の質疑応答では中山間地の農業問題や県域の施設整備に関する件など、様々な意見・要望をいただ
き、地区本部役員や本店役員より回答を行いました。
　６月26日にはＪＡしまね第８回通常総代会を島根県民会館で開催し、全議案を審議承認いただき
ました。
　今回、役員改選も行われ、ＪＡしまねの新たな運営体制の承認をいただき、やすぎ地区本部関係
では、代表理事副組合長に山根盛治氏（再任）、やすぎ地区本部業務理事本部長に中尾武氏（新任）、
理事に上廻達矢氏（新任）が就任されました。

■ 令和3年度 財務・事業実績 （単位：百万円）
区分 項目 金額

財　　務
事 業 利 益 10
経 常 利 益 86
当 期 剰 余 金 72

信用事業
貯 金 68,728
貸 出 金 16,438

共済事業
長期共済保有高 220,525
短期共済新契約掛金 542

購買事業 購 買 品 供 給 高 1,251
販売事業 販売品販売・取扱高 2,729

業績還元実施額 1

■ 組織概要 （令和４年３月末時点）

組 合 員 数
（単位：組合員数）

正 組 合 員 5,288 

准 組 合 員 8,051

役 員 数
理 事 2人

（うち常勤1人）

地区運営委員 20人

職 員 数
正 職 員 128人

そ の 他 68人

　ＪＡ自己改革の目標である農業者の所得増大・農業生産の拡大・地域の活性化に向けた取り組みを進める
ことを基本とし、行政機関等と連携した新規就農者の育成支援や営農組織の設立・運営支援、安心・安全な
農畜産物の生産販売等に継続的に取り組みます。また、ライフイベントに応じた資金提供や資産形成、将来
への備えに関する提案や健康な暮らしのお手伝いになるよう健康管理活動に取り組みます。
　そして、安定的な経営基盤の確立に向けて、地域の実情を考慮しながら事業収支改善の観点から必要な見
直しを進めます。

やすぎ地区本部 令和4年度事業計画＜基本方針＞
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ＪＡしまね本店　第５期役員 所信表明

ＪＡしまねやすぎ地区本部　第５期役員 所信表明

　
平
成
十
六
年
六
月
、
Ｊ
Ａ
や
す
ぎ
に
常

務
理
事
と
し
て
就
任
し
て
か
ら
早
十
八
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
経
済
事
業

改
革
に
始
ま
り
、
支
所
統
合
、
代
理
所
の

廃
止
、
農
業
事
業
改
革
等
に
取
り
組
み
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
の
誕
生
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

し
て
合
併
か
ら
七
年
五
か
月
を
経
過
し
ま

し
た
が
、
満
足
の
ゆ
く
合
併
メ
リ
ッ
ト
は

達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。
三
期
目
の
副
組
合

長
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
成
す

べ
き
課
題
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

協
同
組
合
に
な
る
よ
う
、
農
業
者
所
得
増

大
に
努
力
し
、
生
産
拡
大
と
地
域
貢
献
を

柱
に
、
資
源
を
生
か
し
た
自
然
循
環
型
農

業
の
実
現
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
や
す
ぎ
地

区
本
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
る
消
費
の
減
少
に
起

因
す
る
農
産
物
価
格
の
低
下
や
輸
入
原
材

料
の
高
騰
や
急
激
な
円
安
に
よ
る
生
産
資

材
価
格
の
大
幅
な
上
昇
、
農
業
従
事
者
の

減
少
な
ど
地
域
農
業
や
協
同
組
合
を
取
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
健
全
な

経
営
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
の
創
出
と
信
頼
さ

れ
る
農
協
組
織
に
向
け
て
努
力
し
、
地
域

に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
組
織
と
し
て
利

用
の
拡
大
に
繋
が
る
よ
う
精
一
杯
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と

ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、
や
す
ぎ

地
区
本
部
理
事
を
仰
せ
つ
か
り
、
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
ご
時
世
だ
か
ら
こ
そ
、
組
合

員
の
皆
様
、
ご
利
用
下
さ
る
方
々
の
お
声

に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、
農
業
協
同
組
合

と
し
て
必
要
と
さ
れ
、
貢
献
で
き
る
よ
う

精
一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も

ど
う
か
、
ご
支
援
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代表理事副組合長

山根 盛治

常務理事本部長

中尾 　武

理　事

上廻 達矢
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ＪＡしまねやすぎ地区本部　役員退任挨拶
　
こ
の
度
、
六
月
二
十
六
日
の
第
八

回
通
常
総
代
会
を
も
ち
ま
し
て
、
任

期
満
了
に
よ
り
理
事
職
を
退
任
い
た

し
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す

に
、
平
成
十
六
年
に
常
勤
監
事
と
し

て
Ｊ
Ａ
の
役
員
に
就
任
以
来
、
常
勤

監
事
六
年
、
常
勤
理
事
十
二
年
、
通

算
十
八
年
間
役
員
と
し
て
業
務
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

平
成
二
十
七
年
三
月
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

誕
生
に
役
員
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た

こ
と
は
、
自
分
の
中
で
も
大
き
な
出

来
事
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事

業
展
開
の
中
で
、
合
併
メ
リ
ッ
ト
還

元
を
第
一
義
に
組
合
員
の
皆
さ
ん
か

ら
、
Ｊ
Ａ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

　
こ
の
度
、
や
す
ぎ
地
区
本
部
の
理
事
を
退
任

い
た
し
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
組
合
員
並
び
に
地
区
の
皆
様
の
多

大
な
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
事
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
厳
し

さ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も

農
業
は
、『
永
遠
不
滅
の
生
命
産
業
』
で
あ
る

矜
持
を
持
っ
て
、
農
業
に
向
き
合
っ
て
る
皆
様

方
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
共
に
考
え
形
に

し
、共
生
し
て
い
く
の
が
一
番
の
仕
事
と
、日
々

頑
張
っ
て
い
る
の
が
農
協
で
す
。

　
今
後
も
新
体
制
の
も
と
、
組
合
員
の
信
頼
に

応
え
、
我
々
の
拠
り
所
と
な
り
続
け
る
事
を
祈

念
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

前常務理事本部長

伊藤 精一

前理事

根来 茂樹

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産

の
拡
大
」「
地
域
活
性
化
」
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
な

ん
と
か
無
事
任
期
を
全
う
出
来
た
こ

と
は
、
ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆
様
方

の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
農
業
、
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
引
き
続
い
て
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
方

が
、
Ｊ
Ａ
と
共
に
こ
の
難
局
を
乗
り

切
っ
て
い
か
れ
る
事
と
、
皆
様
方
の

今
後
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
退
任
に
あ
た
り
ま
し
て
の

御
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
長
い
間
ご
支
援
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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やすぎニュース

　安来市立赤屋小学校の１～４年生11
人は６月１日、伯太町下小竹の新田谷地
区の皆様やＪＡ職員と一緒にサツマイモ
「紅はるか」の定植を行いました。毎年、
同地区では食農教育の一環として、児童
が定植体験できるように事前に畝たてや
マルチ張り、圃場管理などをおこなって
おられます。また、当日はやすぎ地区本

部の営農指導員が児童に苗の植え方などを指導
しました。児童らは竹の棒を使って１つ１つ丁
寧に苗を押し込んで植えていき、その後水やり
と土かけを行い、約1,000本を定植しました。
初めて定植を体験した１年生は「たくさん植え
れて楽しかった。秋のイモ堀りも楽しみ。」と話
し、これまで経験を積んできた４年生は「毎年
体験させてもらえて、地域の皆さんに感謝です。」
と話し、近くで聞いておられた新田谷地区の方
も大変喜んでおられました。

　やすぎ地区本部の新入職員３名は５月23日からの３日間、や
すぎ青年連盟の盟友の農場３カ所で農業実習を行いました。１日
目はいちごのランナーを取る作業、２日目は白ねぎ畑の草取り、
メロンの芽かき作業、３日目はチューリップの球根掘り作業を体
験しました。３日間ともに天候に恵まれて作業も順調に進み、しっ
かりと農に触れることができました。実習を終えた新入職員は「農
業実習を通じて様々な体験をすることができ、農への考え方や捉
え方が変わりました。この経験を活かして今後の仕事に向き合い
たいです。」と話しました。

　安来市下吉田町にある農事組合法人ファームよしだで６月20日、玉ねぎを栽培する生産組合法人や、県、市、ＪＡしま
ねなど、関係者が見守る中、玉ねぎの収穫機「オニオンハーベスター」を使った実演会が開催されました。同法人では、今
作は１ヘクタールの面積に「スパート」「ターザン」の２
つの品種の玉ねぎを作付けしました。
　実演された「オニオンハーベスター」は玉ねぎを拾い上
げ、茎葉（けいよう）を切り大型コンテナに収容するまで
を一括で行える大型機械で、県内でも、ファームよしだが
４経営体目の導入となります。今作は40トンの収穫を見
込んでおり、同法人の関係者は「除草、病害虫防除を徹底
したため、品質の良い玉ねぎができました。一連の機械化
体系により、大面積に対応できるようになり、今後も作付
面積を拡大していきたい。」と話しました。

赤屋小と新田谷地区　サツマイモ定植

ＪＡ新入職員 農業実習

ファームよしだ玉ねぎ収穫機実演会
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やすぎニュース

　安来市立安田小学校の５年生18名は６月９日、体験学
習の一環としてバケツ稲体験を行いました。当日はＪＡ職
員が持参した土を使って、苗の植え方を指導し、児童が教
わりながら一つ一つ植えていきました。その後、ＪＡ職員
が紙芝居で米の成長と食べるまでの過程について説明し、
時折クイズを交えながら安来市で作られる品種や日本人が
年間食べる米の量など児童は一所懸命メモをとり、米につ
いて理解を深めました。初めて体験した児童は、「土が２
層になっていることに驚きました。教えてもらったように
水や、雑草の管理をして、一粒でもたくさんお米ができた
ら嬉しいです。」と話しました。

　グリーンセンターはしま店は５月27日から29日まで誕生祭を開催し、多くの来場者で賑わいました。
　誕生祭イベントは、直売部会から買い物客へのプレゼント企画が実施されました。部会員らが持ち寄った自慢の野菜や果
物、加工品などを買い物を終えた客に、日頃の感謝の気持ちを込めて手渡していました。買い物客は「新鮮で旬な野菜や果
物が買えるので日頃から利用しています。今日はプレゼントがあって驚きました。」と喜ばれていました。
　はしま店は2007年にオープン。14年にリニューアルを経て現在の店構えとなっています。永澤幸宏店長は「これから
も新鮮で美味しい農産物を取り揃え、皆様の身近なお店として頑張りたい。」と意気込んでいました。

ＧＣはしま店誕生祭開催

安田小 バケツ稲体験
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M I R A I
k i d s

安来の元気なこども達を紹介します！安来の元気なこども達を紹介します！

　伯太町安田地区に「コウノトリ」が飛来していると、組合員さんから情報が入り撮影に行きました。
　コウノトリは通称、「幸福を運ぶ鳥」として知られています。ロシア極東地域から、中国、韓国、日本
などに約2,000羽あまりしか生息していない貴重な鳥です。ツルやサギのような姿で、大きさは立った状

態の体高で約１メートル、両翼を広げると約２メート
ル。体重は４～５キロほどあるようです。体全体は白く、
くちばしと羽のうしろ側にある風切羽が黒いことがコ
ウノトリの特徴です。主に川や田んぼに生息するドジョ
ウ、フナ、カエル、ヘビ、バッタなどを食べるようです。
　初めて実物のコウノトリを見ましたが、想像以上に大き
く、がっしりとした印象を受けました。少々の物音には全
く動じる気配は無く、堂々としていました。
　この田んぼを管理する安田ファームの代表宮本重徳
さんによると「大型圃場になって８年だが、ここ数年飛
来してきている。田植えの６月ごろから、中
干しする７月下旬までの楽しみです」と
話しておられました。

のの たちたち
　叶都くんは元気いっぱいの明るいお兄ちゃん。
保育園でもお家でも走り回ってパワー全開！今
は、バッタに夢中で、家の作業場でバッタを飼っ
ているんだって。
　バッタについて、色々お父さんと調べて、ヨモ
ギの葉っぱがいいと知って、ヨモギを与えたり、
霧吹きを使って水分を与えたりしているんだって。
昆虫図鑑を見て、虫の名前を覚えるのが得意なん
だって。取材の日は大雨で、叶都くんは「雨のと
きはヒメギスがいるんだよ」と教えてくれたよ。
食べ物ではぶどうとお母さんの作る親子丼が大好
き。大きくなったら、虫の研究がしたいんだって。
　実音莉ちゃんは、明るくて笑顔が可愛い女の子。
負けず嫌いの性格で、お兄ちゃんとケンカになっ
ても、負けないんだとか。YouTube（ユーチュー
ブ）が好きで、音楽が流れると、集中して観てい
るんだって。今は鬼にはまっていて、鬼が出てく
るのはなんでも好きなんだとか。食べ物はしじみ
汁と魚が大好きなんだって。大きくなったらママ
みたいになりたいんだって。
　コロナが収束したら、愛媛県のおじいちゃんの
家に遊びに行きたいんだって。早くいけるといいね。
～お父さん・お母さんより～
「いつも元気な叶都と実音莉の笑顔に日々パワーを
もらっています。たまにケンカもするけど２人とも
明るく優しいお兄ちゃん、お姉ちゃんになれるよう
兄妹助け合いながら育ってほしいです。」

渡 邊 叶
かなと

都 く　ん（４さい）

実
みおり

音莉 ちゃん（２さい）

19



やすぎから全国へ
　安来市伯太町の田口好美さんの牛「ひみましゅひめ号」
が10月６日から５日間行われる「第12回全国和牛能力共
進会」（通称＝全共）に出場することになりました。
　この全共は５年に１度、全国の優秀な和牛を一堂に
集めて改良の成果やその優秀性を競う大会です。
　「ひみましゅひめ号」は父牛「久茂福」、母牛「ひみ
きよひめ７号」から造成された雌牛で、父母とも島根
県内種雄牛の血統で冠名の「ひみ」は能義育種組合の
育種牛を意味する名前であり、「ひ」は彦右衛門蔓牛、
「み」はみつわ系を表しています。
　出品牛「ひみましゅひめ号」は令和３年２月10日生

まれで、今回の出品区分は「若雌の第３区」となります。
※出品区　若雌３区（17カ月～20カ月未満）
　「ひみましゅひめ号」を飼育する田口さんによると、「生まれてから発育
も順調であり、骨格のしっかりとした牛で、食欲も旺盛で病気もなく順調
に育ってきました。他の牛と比べると、背中が真直ぐで、躰の長さ、後ろ
足がしっかりとしており、引き運動や、保定（牛を繋いで一定時間直立さ
せ静止させる事）に早い段階から取組み、足腰の強化に努めました。まだ
課題点もあるが、本大会まで適切に管理し上位入選を目指しています」と
話されました。
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　令和４年７月の全国主要子牛市場平均価格
（全農・畜産生産部７月22日現在速報）は、
雌591,300円（前月比98％）、去勢692,895
円（前月比99％）、計648,558円（前月比
98％）で“続落”の取引きとなっています。
　本県７月の子牛市場は隠岐・西部・中央で
開設され755頭の取引きがあり、平均価格は
隠岐市場480,100（前回比77千円安）で“続
落”、西部市場543,575円（前回比44千円安）
で“続落”、中央市場639,777円（前回比59
千円高）で“反発”の取引きとなりました。
　隠岐市場は年３回の開設のため上場牛の月
齢・体重にバラツキがありました。西部、中
央市場の上場牛では一部発育の良い牛も見ら
れましたが、全体にバラツキが大きく、入
念な飼養管理の必要性が見受けられました。
　肉相場においては、需要期に入っているも
のの買い気は弱く、外食ニーズが回復しない
まま再びコロナ感染が拡大してきていること
で大きな影響が懸念されます。また、ウクラ
イナ情勢による穀物、乾草、稲わら価格の高
騰が肥育農家の経営を圧迫しています。畜産
農家・関係団体と一体になり、和牛肉消費拡
大によりこの難局を乗り切りましょう。今月
の『しまね和牛子牛飼い方の手引き』に係る
名簿内記載『Ｍ表示』は21頭で総入場頭数
の2.7％でした。

全国“続落”本県・隠岐西部“続落”中央“反発”取引き

７月子牛市場県外移出頭数
山口県 宮崎県 滋賀県 兵庫県 佐賀県 三重県 鳥取県 その他 合計 県外移出率

雌 23 3 15 11 8 10 4 14 88 51.46%
去 32 23 5 7 4 0 2 2 75 37.69%
合計 55 26 20 18 12 10 6 16 163 44.05%

島根中央子牛市場
（単位：円・頭）

地区区分
種別区分 安来地区 伯太地区 広瀬地区 地区平均 中央市場

雌
平均価格 605,200 1,133,000 585,200 657,250 574,920
頭　　数 10 2 6 18 84
最高価格 776,600 1,654,400 731,500 1,654,400 1,654,400

ヌ
キ

平均価格 716,980 744,700 673,200 706,791 683,712
頭　　数 5 3 5 13 124
最高価格 837,100 881,100 814,000 881,100 936,100

総 平 均 価 格 642,473 900,240 625,499 678,025 639,777
合 計 頭 数 15 5 11 31 208

肥育センター５等級評価牛（７月出荷分）
血統 種別 枝重 格付 BMS 備考

美津照重ー花之国ー百合茂ー平茂勝 去勢 513.0 A5 12
耕富士ー福晴美ー安平ー隆美 去勢 515.5 A5 9
茂久桜ー百合茂ー勝忠平ー安平 去勢 527.0 A5 12
諒太郎ー安福久ー百合茂ー安福165の9 去勢 559.2 A5 11
若百合ー安福久ー勝忠平ー茂重桜 去勢 520.6 A5 12

市 況 動 向

安来梨選果場安来梨選果場
TEL：0854-22-3755TEL：0854-22-3755（FAX兼）（FAX兼）
やすぎ地区本部 生産流通課やすぎ地区本部 生産流通課
TEL：0854-28-7800TEL：0854-28-7800
FAX：0854-28-6780FAX：0854-28-6780

お問い合わせ先

今年も梨のシーズンを迎え、ＪＡしまね安来梨選
果場では梨の直売所を下記の通りオープンいたしま
す。皆様のお越しを心よりお待ちしております。

『安来の梨』

直売所オープンのお知らせ

日程 令和４年令和４年８８月月2424日日（水（水））～～９９月月1212日日（月（月））
時間 午前午前1010時～午後時～午後３３時まで時まで

初日８月24日のみ13：00から初日８月24日のみ13：00から
場所 安来梨選果場安来梨選果場（下坂田町1027-1）（下坂田町1027-1）

内容 梨の直売梨の直売、、および進物の地方発送受付。および進物の地方発送受付。

9月の外務日は
14日（水）・15日（木）
担当職員がお伺いします。

税務相談会日程
●安来東支店　９月２日（金）10時～12時
●伯 太 支 店　９月２日（金）13時30分～15時30分
●広 瀬 支 店　９月16日（金）10時～12時

人事異動
◎新規採用（令和４年８月１日付）
▼営農経済部自動車課
　　田中　大樹（臨時職員）

詳細は外務チラシをご覧ください。
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